
 

 

プレスリリース                                  福 島 市 
 

令和８年８月２６日 

 

福島市×あいおいニッセイ同和損害保険㈱ 

介護現場を守る！介護事業所向け 

「カスタマーハラスメント対策実務研修」を開催 

 
介護現場におけるカスタマーハラスメントは、離職を招く大きな要因の１つとなっており、

特に介護現場では「密室化しやすい」「利用者との関係性断絶が難しい」といった特有の課題

があり、現場の疲弊につながっています。 

今年１０月から、すべての事業主にカスタマーハラスメント防止のための雇用管理上必要

な措置が義務付けられ、組織として必要な体制の構築が必要となってきています。 

そのため、介護事業所の管理者を対象に、法人の体制づくりや対応手順、事例を通じた加

害行為者への対抗措置の実務を学ぶ「カスタマーハラスメント対策実務研修」を開催します。 

 

記 

 

１ 日  時 ： 令和８年８月２８日（金）  午後２時～４時 

 

２ 場  所 ： 保健福祉センター５階 大会議室（森合町１０番１号） 

 

３ 内  容 ： （１）第１部 講義 

            ①カスタマーハラススメントの分類 

            ②組織対応の仕組みづくり、法人の体制整備と施設との連携 

            ③悪質クレーム・ハラスメントへの対応手順 

          （２）第２部 対抗策の実務事例からの検討 

 

４ 定  員 ： ８０名（※定員に達しました） 

 

５ 主  催 ：あいおいニッセイ同和損害保険㈱、福島市 

  

 

担当： 介護保険課 介護給付係 

    課長 尾形、  係長 佐々木 

    電話024-5２５-６５８７（直通） 

☐事前告知のお願い ☑当日の取材のお願い 
☐その他 



福島市指定介護事業所 管理者様

カスタマーハラスメント対策実務研修
－ハラスメント分析から是正要求通知書の作成までー

セミナーの概要

カスタマーハラスメント対策が重要な経営課題になってきています。カスタマーハラスメントは、

離職を招く大きな要因の１つです。職場内のセクハラ・パワハラは防止法により対策が示されました

が、カスタマーハラスメントは事業者が自力で対策を講じなければ解決できません。本研修では、法

人の体制づくりや対応手順を講義で学び、事例を通じて加害行為者への対抗措置の実務を学びま

す。具体的には、ハラスメント行為の記録から違法行為・不法行為などを検証し、可能な法的措置を

検討し、行為の是正を求める通知書の作成まで行います。現在カスタマーハラスメントの具体事案

でお困りの法人・施設にお勧めします。

開 催 日：令和８年８月２８日（金）１４時～１６時

会    場：福島市保健福祉センター５階大会議室
福島市森合町１０番１号（福島中央郵便局の隣り）

申込方法：右記QRコードからお申し込みください。(定員８０名)

申込期限：令和８年８月１９日（水）まで

【第1部】講義（1時間）     
１．カスタマーハラスメントの分類
２．組織対応の仕組みづくり ・法人の体制整備と施設との連携     
３．悪質クレーム・ハラスメントへの対応手順

・ハラスメントと法律（違法行為、不法行為など）
・対抗手段の検討と手順
・ハラスメント是正通知書作成例

【第2部】対抗策の実務事例からの検討（1時間） 
事例１：デイサービス 粗暴なデイの利用者の暴言・暴力でサービス提供拒否を伝えたら
事例２：訪問看護 訪問看護師にセクハラ、利用拒否の対応にFAXで「殺してやる」
事例３：介護付き有料 常識を逸脱した厳密なケアの要求と横暴な言動の一人息子
事例４：居宅介護支援 限度を超えた家族の要求と人格否定で鬱になったケアマネジャー

主催： 福島市 ＆

お問い合わせ先：福島市介護保険課 TEL 525-6587

※先着

講師プロフィール
株式会社安全な介護 代表取締役 山田 滋
早稲田大学法学部卒業と同時に現あいおいニッセイ同和損害保険入社。2006年7月よりインターリスク総研主席コンサルタント、

2013年5月末あいおいニッセイ同和損保を退社。2014年4月より現職。 高齢者施設や介護事業者と取り組み、現場で積み上

げた実践に基づくリスクマネジメントの方法論は、「わかりやすく実践的」と好評。各種団体や施設の要請により年間150回のセミナーを

こなす。
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